
 

発     言     通     告     書 

    令和 6年 12月 3日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 若 江   進 

次のとおり通告します。    

発言順位 １０ 受領日時 12月 3日 午前 11時 55分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 40 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 サブセンターゾーンの活性化策につ （１）クルーズ船の寄港が活用でき、法の規制がかからない旧三津の朝 

 いて  市の跡地や老朽化している水産市場内の関連店舗棟や冷蔵庫棟を 

   利用し、公設民営の魚介を中心とした飲食も提供できるような中核と 

   なる拠点施設を整備すべきと考えるがどうか。 

  （２）単なるおもてなしイベントやバス、タクシーなどの手配にとどまらず、 

   実利を求めクルーズ船が寄港する目の前にあるサブセンターゾーン 

   を磨く事業を実施すべきと考えるが、クルーズ船誘致・受入推進事業 

   の具体的な中身及びサブセンターゾーンを磨く事業について見解を 

   問う。 

   

2 本市の企業立地・産業創出に向け （１）産業用地の確保について、土地利用に制限がかかる法律の規定 

 た取組について  は何か。 

   また、その法律による制限に対してどのような方策を講じるのか、地域 

   未来投資促進法の活用と合わせ具体的な取組について問う。 

  （２）工業団地を整備し、企業誘致する考えについて問う。 

  （３）本市に進出を希望する企業に対し、市が用地確保等の支援を積 

   極的に行うことに対する見解について及び具体的にどのような協力を 

   行っているのか問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


